
D
EM
O
.lab

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は

高
校
生
と
大
学
生
を
対
象
に
、

各
々
が
都
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
す
る
中
で

問
い
を
立
て
、
対
話
を
通
し
て
映
像
を
作
り
ま
す
。

そ
の
一
連
の
過
程
に
お
い
て
参
加
者
は
、

映
像
で
都
市
の
断
片
を
切
り
取
り
そ
れ
ら
の
間
に

新
た
な
相
互
関
係
を
築
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

都
市
・
建
築
を
表
現
し
ま
す
。

［主催］DEMO lab.
［協賛］株式会社 増岡組

［協力］広島工業大学杉田宗研究室、
一般社団法人オープン教育研究所

ま
ち
を
歩
い
て

映
像
を
作
ろ
う

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
＠
広
島

映像による都市・建築の表現
WORKSHOP

建築家と教育の専門家によって2013年に立ち上げ
られた DEMO.lab は、映像による都市・建築の
表現を高校生や大学生とワークショップを行うこと
によって探究しているグループです。
代表 小野淳（建築家）

建設業を始めてから115年あまり。増岡組は、建設
工事を通じて、ひとびとの安全・安心・快適な暮ら
しの実現と、社会基盤のレジリエンス向上に貢献
します。
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広島市中区紙屋町1-4-3 エフ・ケイビル 1F

広島市佐伯区三宅2-1-1

ガイダンス、レクチャー

素材集め、エスキス

エスキス、中間講評会

制作、最終講評会
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ど
ん
な
こ
と
す
る
の
？

自
分
の
思
う
と
こ
ろ
に
し
た
が
っ
て
、
ま
ち
を
歩
い
て
映
像

で
断
片
を
切
り
取
っ
て
い
く
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
漂
流
と
、
映

像
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
集
合
と
を
繰
り
返
し

な
が
ら
、
ま
ち
の
断
片
（
小
さ
な
映
像
）
を
エ
デ
ィ
テ
ィ
ン

グ
し
て
作
品
（
大
き
な
映
像
）
を
作
り
ま
す
。

登場人物

ワークショップの流れ

チューター ワークショップのオペレーター。
映像作品を制作する上で必要な
ことを指導します。ガイダンスで
はレクチャラー、ディスカッション
とレヴューではファシリテーター
の役割を果たします。

ゲスト ワークショップのサポーター。
映像作品について批評しその
理由などを説明します。
ディスカッションとレヴューでは
コメンテーターの役割を果たし
ます。

まず始めに登場人物とその役割を紹介します

メンバーは、まち（物事）を普段とは違う

視点で捉えるためのルールの作り方つい

て、チューターからレクチャーを受け、自

分の思うところはなんなのか考えていき

ます。

ガイダンス1

メンバーは、フィールドワークで撮ってきた

映像を使ってプレゼンテーションをします。

チューター、ゲスト、他のメンバーのコメン

トを受け、自分の思うところは何なのかを

はっきりさせていきます。

ディスカッション（集合）3

メンバーは、これまでのプロセスをふまえてひと

まとまりにした映像を使ってプレゼンテーション

をします。チューター、ゲスト、他のメンバーの

コメントを受け、自分の思うところがどのように映

像と関係を結んでいるのか確認していきます。

レヴュー（中間講評会）4

メンバーは、レヴューのためにひとまとまりにし

た映像をベースにしてエディティングをしていき

ます。ディスカッションでは、エディティングした

映像を使ってプレゼンテーションをします。チュ

ーター、ゲスト、他のメンバーのコメントを受け、

自分の思うところとエディティングした映像が互

いにつながりを持った関係になっているかどうか

確認していきます

エディティング（編集）とディスカッション（集合）5

メンバーは、完成した映像を使ってプレゼンテー

ションをします。チューター、ゲスト、他のメンバー

のコメントを受け、自分の思うところがどのように

映像作品に反映したのか確認していきます。最後

にメンバーのひとつひとつの映像作品を頭の中で

つなぎ合わせて映像を作ります。この映像には、

自分たちで作ったまちが映しだされていきます。

ファイナルレヴュー（最終講評会）6
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書

映像による都市・建築の表現
WORKSHOP

メンバーは、自分の思うところにしたがっ

て映像でまちの断片（要因）を切り取って

いきます。「自分の思うところにしたがっ

て」とは「自律」という言葉に置き換えるこ

とができます。自律とは他からの支配・制

約など受けずに、自分自身で立てた規範に

したがって行動することを意味します。

フィールドワーク(漂流)2

メンバー ワークショップのメインキャラクター。
映像作品をフィールドワークとディス
カッションを繰り返すことによって
作ります。ディスカッションとレヴュー
ではプレゼンターとコメンテーター
の役割を果たします。


